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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本研究では、主に、２種の物質群を調べ、新規輸送現象の探索を目的とした研究を行った。1）新規電子相お
よび負の磁気抵抗に関連した新規有機非対称ドナーEDO-R、R-DMEDT-TTFの無機アニオンとの塩、τ-(EDO-R、
















2）独特の非対称型骨格によってドナーのπ電子とアニオンの d 電子の相互作用（π-d 相互作用）の増大を
意図して合成された新規有機伝導体、(EDT-DSDTFVO)2FeCl4および(EDT-DSDTFVO)2GaCl4について電気抵抗の温度
依存性および磁場依存性を圧力下で測定し、いずれの塩も低温で金属-絶縁体転移を示すことがわかったが、d
電子を含む FeCl4塩と含まない GaCl4塩では、相転移温度の圧力依存性に大きな違いがあり、FeCl4塩では相転
移が圧力によって強く抑制されることを明らかにした。また、磁気抵抗の磁場依存性においても、前者の方が
後者に比較して約4倍の磁気抵抗効果が大きく、両者の結晶構造は同型であり、格子定数も近いことから、こ
れらの挙動の違いはFe原子上のd電子とドナーのπ電子との相互作用に由来すると考えられる。 
以上のように本論文で得られたこれらの結果は、有機伝導体の物性に関する基礎的なデータを確立し、また、
新しい物理の出発点となる知見を提供した。これらの成果は有機伝導体はもとより、広く強相関電子物性の物
理および化学の発展に寄与し、更なる発展を期待させるもので、博士（理学）の学位を授与するに値するもの
と審査した。 
 
